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新しい議会構成が決まりました！
　令和８年第１回（６月）臨時会では、市議会議員の改選後の初議会であるため、正副議長選
挙を行い、議長に後藤英夫議員、副議長に田中教之議員を選出しました。
　その他、各常任委員会委員等の選任を行い、議会の構成が決まり、新しい議会の活動が始ま
りました。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

〜
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
と

 

建
設
的
な
提
言
を
〜

〜
議
論
尽
く
し
前
に
進
む
議
会
へ
〜

議長

後藤 英夫

副議長

田中 教之

　
菊
池
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
後
藤
英
夫
で
す
。

　
社
会
情
勢
の
不
透
明
感
が
増
し

周
辺
自
治
体
が
急
速
に
発
展
す
る

中
、
誇
る
べ
き
農
林
業
を
守
り
歴

史
や
伝
統
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、

温
泉
街
の
活
性
化
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
よ
る
人
口
増
、
互
い
を
尊
重

し
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
急
務
で

す
。

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
責

任
を
胸
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化

や
福
祉
の
充
実
な
ど
重
要
課
題
に

向
き
合
い
、
現
場
の
声
に
耳
を
傾

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
方
々
に
市
政
や
議

会
へ
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
建
設
的
な
政
策
提
言
が
で

き
る
議
会
へ
成
長
さ
せ
、
信
頼
さ

れ
る
「
開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現

に
全
力
で
ま
い
進
い
た
し
ま
す
。

　
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
菊
池
市
議
会
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
田
中
教

之
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
信
託
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
副
議
長
と
し
て
、
議
会
と
市
民
、

行
政
の
間
を
つ
な
ぐ
「
繋
ぎ
役
」

に
徹
し
、
円
滑
な
意
思
疎
通
と
合

意
形
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
投
票
率
向
上
の
た
め
に
、

小
中
学
校
や
高
校
と
連
携
し
た
主

権
者
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、

政
治
や
地
方
自
治
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
く
所
存
で
す
。

　
議
会
に
お
い
て
は
、
建
設
的
な

議
論
を
活
発
化
さ
せ
、
課
題
解
決

に
向
け
て
議
会
を
着
実
に
前
へ
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
づ
く

り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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牧委員、荒木委員、安武委員長、東副委員長、水上委員、田崎委員

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
政
策
企
画
部
・
総
務
部
・
会
計
課
・
選
挙
管
理

委
員
会
・
監
査
委
員
・
教
育
委
員
会
等
の
所
管
に

属
す
る
こ
と
の
調
査
・
審
査
を
行
う
委
員
会
で
す
。

菊池委員、二ノ文委員、福島委員長、島副委員長、田中委員、出口委員

福
祉
厚
生
常
任
委
員
会

　
市
民
環
境
部
・
健
康
福
祉
部
・
福
祉
事
務
所
の

所
管
に
属
す
る
こ
と
の
調
査
・
審
査
を
行
う
委
員

会
で
す
。

森山委員、木下委員、古田委員長、城副委員長、緒方委員、髙崎委員

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
経
済
部
・
農
業
委
員
会
・
建
設
部
・
水
道
局
の

所
管
に
属
す
る
こ
と
の
調
査
・
審
査
を
行
う
委
員

会
で
す
。
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古田委員、水上委員、二ノ文委員長、緒方副委員長、福島委員、安武委員

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
を
円
滑
・
効
率
的
に
運
営
す
る
た
め
に
、

常
任
委
員
会
と
は
別
に
設
置
す
る
委
員
会
で
あ
り
、

議
会
運
営
の
責
任
者
で
あ
る
議
長
の
諮
問
的
な
性

格
を
帯
び
た
機
関
で
す
。

髙崎委員、菊池委員、牧委員、緒方委員長、田崎副委員長、森山委員、出口委員

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
議
会
だ
よ
り
の
発
行
を
中
心
と
し
た
情
報
の
周

知
に
加
え
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
新

た
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
議
会
へ
届
け
る
広
聴

の
役
割
を
担
う
委
員
会
で
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
市
の
予
算
や
決
算
に
関
す
る
調
査
・
審
査
を
行

う
委
員
会
で
議
長
を
除
く
議
員
18
人
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
岐
に
わ
た
る
市
の
事
業
を
よ
り
細

か
く
、
集
中
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、「
総
務

文
教
」「
福
祉
厚
生
」「
経
済
建
設
」
の
3
つ
の
分

科
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
分
か

れ
て
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水上委員長島副委員長
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一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員
構
成

　
菊
池
市
・
合
志
市
・
大
津
町
・
菊
陽
町
で
構
成

し
、
広
域
行
政
体
制
の
整
備
、
ご
み
処
理
施
設
や

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
、
火
葬
場
、
し
尿
処
理

施
設
等
の
設
置
・
管
理
・
運
営
、
介
護
認
定
審
査

会
の
運
営
の
ほ
か
、
消
防
等
の
広
域
処
理
に
関
す

る
調
査
・
審
査
を
行
う
機
関
で
す
。
各
市
町
か
ら

6
人
ず
つ
選
任
し
ま
す
。

菊
池
市
各
種
委
員

菊
池
広
域
連
合
議
会

　
市
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
市
の
経

営
に
係
る
事
業
の
管
理
を
監
査
し
ま
す
。
地
方
自

治
法
に
基
づ
き
、
監
査
委
員
2
人
の
う
ち
1
人
を

議
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
審
議
会
で
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項

を
調
査
・
審
議
し
、
答
申
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
て
市
長
に
意
見
を
述
べ
る
機
関
で
す
。
議
会
か

ら
4
人
を
選
出
し
ま
す
。

監
査
委
員

菊
池
市
都
市
計
画
審
議
会

　
菊
池
市
・
合
志
市
で
構
成
し
、
診
療
所
や
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
等
の
共
同
処
理
に
関
す
る
調
査
・

審
査
を
行
う
機
関
で
す
。

　
各
市
か
ら
4
人
ず
つ
選
任
し
ま
す
。

　
熊
本
県
内
全
て
の
市
町
村
で
構
成
し
、
被
保
険

者
資
格
の
管
理
、
医
療
給
付
、
保
険
料
の
賦
課
、

保
健
事
業
等
の
事
務
の
広
域
処
理
に
関
す
る
調

査
・
審
査
を
行
う
機
関
で
す
。

　
各
市
町
村
か
ら
1
人
ず
つ
選
任
し
ま
す
。

菊
池
養
生
園
保
健
組
合
議
会

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

東議員

水上議員

福島議員

古田議員

島議員

城議員

古田議員

荒木議員

木下議員

緒方議員

後藤議員

安武議員

田中議員

出口議員

菊池議員

牧議員
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　この臨時会は、市議会議員改選後初の議会です。
　正副議長選挙など、議会構成が決まりました。
　専決処分の報告及び承認を求めることのほか、報告が5件あり、審議の結
果、原案のとおりすべて承認しました。

　開催日：6月5日（金）

　主なものは以下のとおりです。

　この定例会では、条例の制定、補正予算、人事案件など17議案が提案さ
れたほか、議員提出議案が1件、決議案が1件、報告が8件、請願が1件あり、
慎重に審議しました。
　審議の結果、議員提出議案第3号、決議案第1号を除き原案のとおり可決・
同意・採択しました。

　開催日：6月18日（木）～7月10日（金）

　主なものは以下のとおりです。

主な付議事件一覧及び審議結果表
※賛否の分かれた議案のみを掲載しています。

賛　否　表
〇は賛成　●は反対　◎は議長裁決　棄は棄権　除は除斥　／は議長職時

除斥：議案と一定の利害関係を持つ議員は、当該議案の審議・採決に参加することができない。

※下記以外の議案は、全会一致で可決しました。

議案番号 議　案　名 結　果

第1回
臨時会

議案第44号
専決処分の報告及び承認を求めることについて
（菊池市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

原案承認

第2回
定例会

議案第49号
菊池市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

原案可決

議案第50号
菊池市インターネット上の誹謗中傷等の防止に関する条例の制定
について

原案可決

議案第53号
菊池市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

議員提出議案
第3号

菊池市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

原案否決

決議案
第1号

安武睦夫議員に対する問責決議 ※瑕
か

疵
し

ある議決

※採決は可否同数であったが、「賛成少数で否決」との宣告がなされ、その後も手続が是正されないまま進行し
た結果、可決でもなく否決でもない「瑕

か

疵
し

ある議決」になりました。

議　案

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

結
果

表
決
数

髙

崎

匡

史

出
　
口

　
慎
太
郎

田

崎

奈

々

菊
　
池

　
み
ど
り

森

山
　
　

章

牧
　
　

俊

郎

城
　
　
　
太
志
郎

安

武

睦

夫

古

田

浩

敏

島
　
　

春

代

田

中 

教

之

東
　
　

英

俊

福

島

英

德

緒

方

哲

郎

後

藤

英

夫

水

上

隆

光

荒

木

崇

之

二
ノ
文

　
　
伸
元

木

下 

雄

二賛成　　反対

第1回
臨時会 議 案 第 4 4 号 承認 17 対 １ ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第2回
定例会

議 案 第 4 9 号 可決 16 対 ２ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●
議 案 第 5 0 号 可決 17 対 １ ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議 案 第 5 3 号 可決 17 対 １ ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議員提出議案
第 3 号
（可否同数のため議長裁決）

否決 ９ 対 ９ 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● 〇 ● ● 〇 〇 ● ◎ ● 〇 〇 〇

決 議 案
第 1 号 瑕

か

疵
し

ある議決 ８ 対 ８ 棄 〇 〇 ● ● ● ● 除 〇 ● ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

令和８年
第２回

令和８年
第１回
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【議案第49号】

菊池市一般職の職員の給与
に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

内 容   県人事委員会勧告に基づく公務員の給
与改定に準じ、一般職の通勤手当を改定するもの。

質 疑   職員の市内外の居住人数は。また市内
外で通勤手当に差をつけられないか。
答 弁   全体477名中、市内316名、市外161
名である。手当は国・県に従っており差をつける
運用はしていないため、本市もこれに従う。

質 疑   本市の内情のどこを見て、県に準じて
改定すると判断したのか。
答 弁   物価や燃料費の高騰、民間とのバラン
ス、人材確保や離職防止などの観点から総合的に
判断した。

反対討論  市の内情を踏まえた必要性の説明が十
分でなかったことや市内外の職員構成等から賛成
できない。
賛成討論  物価高を考えれば引上げはやむを得な
いが、前提として事業の見直しを進める必要があ
る。

【議案第50号】

菊池市インターネット上
の誹謗中傷等の防止に関
する条例の制定について

内 容   インターネット上の誹謗中傷等の人権
侵害を防止するため、市の責務や市民の役割等を
定めるもの。

質 疑   これまでにインターネット上の誹謗中
傷の相談事例はあったか。
答 弁   市や学校の取組に対する誹謗中傷や差
別的な書込み等があり、一昨年と昨年度で法務局
へ3件の削除申請を行った。

質 疑   県内に先駆けて今制定する理由と、罰
則を設けない理由は。
答 弁   ネット上の差別事象の確認や、情報流
通プラットフォーム対処法の本格施行が背景にあ
る。県内で制定例がない中、本市から発信し、ま
ずは市民への啓発を重視するため罰則は設けない。

可決可決

総務文教常任委員会報告

経済建設常任委員会報告

委員長／安武睦夫　副委員長／東英俊　委員／田崎奈々　牧俊郎　水上隆光　荒木崇之

委員長／古田浩敏　副委員長／城太志郎　委員／髙崎匡史　森山章　緒方哲郎　木下雄二

【議案第65号】

市道路線の認定について

内 容   市道路線として２路線を認定するもの
で、上原１号線は開発に伴う道路新設による認定。
北畑線は寄附を受けたことによる認定である。

質 疑   上原１号線の起点付近にあるバス停と
バスベイ（停車帯）はどうなるのか。
答 弁   熊本電鉄と協議を行い、バス停は北側
へ若干移設する方向で、バスベイ（停車帯）は可
能な範囲で設けるよう調整している。

質 疑   北畑線はどのような経緯で寄附された
のか。また、道幅はどの程度か。
答 弁   個人名義のままとなっていた道路の一
部が市に寄附されたことにより、道路全体が市の
所有となったため認定を行うものである。道幅は
約４メートルである。

可決

?!? !!#

?!?

上原１号線
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【請願第１号】

「菊池市原太陽光発電所設
置工事許可申請に対して菊
池市が許可しないことを求
める」請願

内 容   生味川上流域のメガソーラー発電所設
置を市が許可しないことと、住民の安全確保のた
めの現地調査及び防災対策の実施を求めるもの。

質 疑   事業者からの申請に対し、市はすぐに
許可を出すのか。
答 弁   審査の上、条例上の要件を満たせば許
可する。

質 疑   設置予定地は土砂災害警戒区域か。
答 弁   予定地自体は違うが、約160ｍ離れた
生味川対岸に土砂災害警戒区域がある。

請願者説明   過去のゴルフ場造成等に伴う土石流
被害以降、現在も大雨時は避難を強いられている。
今回の予定地は排水路が未整備であり、雨水流入
による急傾斜地等の崩壊を懸念している。

議員間討議   条例に沿って進める必要があること
は理解できるが、自然災害への不安が払拭されて
おらず、さらに話し合いを進める必要がある。
議員間討議   ハザードマップの精査や過去の災害
を確認し、住民の気持ちに寄り添ってしっかり話
し合ってほしい。

可決

福祉厚生常任委員会報告
委員長／福島英德　副委員長／島春代　委員／出口慎太郎　菊池みどり　田中教之　二ノ文伸元

福祉厚生常任委員会現地調査

防
災
行
政
無
線
等
整
備
事
業

7
，4
3
4
万
8
，0
0
0
円

内

容

  

防
災
行
政
無
線
設

備
の
不
具
合
に
よ
る
操
作
卓
基

盤
等
の
更
新
を
行
う
も
の
。

質

疑

  

運
用
年
数
は
。
ま

た
、
故
障
の
原
因
究
明
は
十
分

か
。答

弁

  

運
用
開
始
か
ら
11

年
目
を
迎
え
る
。
原
因
は
メ
ー

カ
ー
の
調
査
で
特
定
さ
れ
て
お

り
、
今
回
更
新
す
る
。

質

疑

  

本
庁
設
備
が
故
障

等
で
機
能
し
な
い
場
合
の
対
応

は
。答

弁

  

旭
志
の
深
谷
中
継

局
か
ら
直
接
放
送
す
る
こ
と
と

な
る
。

議
員
間
討
議  

本
庁
の
設
備
故

障
時
に
中
継
局
へ
出
向
い
て
放

送
す
る
対
応
は
、
よ
り
効
率
的

な
方
法
を
検
討
す
べ
き
。

中
学
校
施
設
整
備
事
業

8
億
7
5
9
万
4
，0
0
0
円

内

容

  

熱
中
症
対
策
や
指

定
避
難
所
の
機
能
強
化
の
た
め
、

中
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を

設
置
す
る
も
の
。

質

疑

  

導
入
す
る
空
調
設

備
の
方
式
と
維
持
費
は
。

答

弁

  

輻
射
パ
ネ
ル
を
用

い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
を
採
用

予
定
。
年
間
維
持
費
は
通
常
型

よ
り
安
価
な
約
1
0
6
万
円
の

試
算
だ
が
、
各
校
の
規
模
等
に

よ
り
異
な
る
。

【
議
案
第
55
号
】

　

令
和
８
年
度
菊
池
市
一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
３
号
）

可決

予算決算常任委員会報告

委員長／水上隆光　副委員長／島春代
分科会長／（総務文教）安武睦夫　（福祉厚生）福島英德　（経済建設）古田浩敏　委員／議長を除く13人

総務文教分科会現地調査
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病
児
保
育
施
設
整
備
事
業

3
，5
8
1
万
7
，0
0
0
円

内

容
  

泗
水
地
域
に
令
和
9
年

4
月
開
設
予
定
の
2
か
所
目
の
病

児
・
病
後
児
保
育
施
設
に
つ
い
て
、

国
の
補
助
基
準
額
改
正
に
伴
う
も
の
。

質

疑

  

両
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
数

と
受
入
可
能
人
数
は
。

答

弁

  

既
存
施
設
は
国
の
基
準

に
基
づ
き
看
護
師
や
保
育
士
3
人
の

従
事
に
対
し
、
子
ど
も
の
利
用
定
員

3
人
の
1
対
1
の
受
入
体
制
。
新
設

施
設
も
同
程
度
を
予
定
す
る
。

議
員
間
討
議  

2
か
所
目
の
施
設
整

備
は
、
特
に
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て

あ
り
が
た
い
施
設
で
あ
り
、
評
価
し

た
い
。

予
防
接
種
事
業

5
7
6
万
3
，0
0
0
円

内

容

  

75
歳
以
上
対
象
の
「
高

用
量
」
と
、
2
歳
〜
13
歳
未
満
対
象

の
「
経
鼻
（
鼻
へ
の
噴
霧
）」
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
追
加
実

施
す
る
も
の
。

質

疑

  

過
去
の
接
種
者
数
と
、

自
己
負
担
額
は
。

答

弁

  

昨
年
度
実
績
は
75
歳
以

上
が
5
，
1
4
1
人
、
2
〜
13
歳
未

満
が
8
4
5
人
。
自
己
負
担
は
、
高

用
量
が
3
，
0
0
0
円
、
経
鼻
が

4
，
0
0
0
円
と
な
る
。

議
員
間
討
議  

両
ワ
ク
チ
ン
の
導
入

は
有
効
で
あ
り
、
特
に
子
ど
も
は
注

射
よ
り
も
受
け
や
す
く
な
る
た
め
、

多
く
の
方
の
接
種
を
期
待
し
た
い
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業

5
，5
0
8
万
1
，0
0
0
円

内

容

  

動
力
光
熱
費
の
高
騰
に

よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響
を
軽
減
す

る
た
め
、
令
和
7
年
中
の
動
力
光
熱

費
の
10
%
を
上
限
10
万
円
で
支
援

す
る
も
の
。

質

疑

  

対
象
者
を
販
売
金
額

50
万
円
以
上
と
し
た
理
由
は
。

答

弁

  

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
定

義
に
基
づ
き
、
50
万
円
未
満
は
自
給

的
農
業
者
と
判
断
し
対
象
外
と
し
た
。

質

疑

  

上
限
が
一
律
10
万
円
だ

が
、
負
担
額
に
応
じ
て
支
援
額
に
差

を
つ
け
ら
れ
な
い
か
。

答

弁

  

動
力
光
熱
費
は
種
類
が

多
く
個
別
の
把
握
が
難
し
い
。
早
期

交
付
の
た
め
、
予
算
内
で
積
算
し
た
。

公
園
管
理
経
費51

万
7
，0
0
0
円

内

容

  
さ
く
ら
山
公
園
貯
水
池

の
防
水
シ
ー
ト
破
損
に
よ
り
水
が
浸

透
し
、
周
辺
道
路
等
に
地
割
れ
が
生

じ
た
た
め
張
り
替
え
る
も
の
。

質

疑

  

防
水
シ
ー
ト
の
耐
久
性

と
、
今
後
の
対
応
は
。

答

弁

  

耐
久
性
は
約
4
年
。
付

近
に
排
水
で
き
る
河
川
が
な
く
現
工

法
を
と
っ
て
い
る
が
、
4
年
ご
と
の

張
り
替
え
は
課
題
。
当
面
は
張
り
替

え
で
対
応
し
、
根
本
的
な
手
立
て
が

あ
れ
ば
今
後
検
討
し
た
い
。

議
員
間
討
議  

日
頃
か
ら
の
点
検
の

徹
底
と
、
次
回
ま
で
に
張
り
替
え
以

外
の
根
本
的
な
方
法
も
検
討
し
て
ほ

し
い
。

予算決算常任委員会報告
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Q　今般の市議選における投票率は、昨年7月
の参院選、今年2月の衆院選の投票率を下回っ
ている。市長は、この民意をどう捉えるか。

A　数字から見る限り、市政に対する期待が低
下しているのではないかと感じている。このよ
うな状況を変えていくため、市民に政治に参加
しようという意識を持っていただけるような魅
力ある市政を、議会とともに全力で展開してい
くことが重要と認識している。

介護問題について

Q　菊池市の65歳以上の高齢者は人口の
34.7%を占める。介護業界は長年、介護人材
の不足に直面している。このままでは菊池市は
介護砂漠に陥ってしまう。この問題解決のため

に介護人材公社を設置する考えはないか。

A　介護職員の資質を上げるための教育費用の
補助や、訪問活動のための車両の一部の補助な
ど、新たに始めた支援がより効果の高いものと
なるよう、まずはそこを磨き上げていくことに
注力したい。現時点では、ご提案の公社設立は
考えていない。

Q　デジタル化推進と利便性の向上を目指し、
本市が発行するめぐるん券をデジタル商品券と
従来の券に市民のニーズに合わせて選択できる
体制は考えられているか。

A　今回は物価高騰対策としていち早く届ける
べく、既に流通しているめぐるん券で対応した。
デジタル商品券の導入に関しては、キャッシュ
レス化の進展やデジタル弱者への対応、運用手
数料などのメリット・デメリットを調査・研究
していく。

小学校の体育館空調設備の計画及び子供への
熱中症対策について

Q　小学校体育館の空調整備は遅れているが、
冷水機やミストファンなどの設置を検討するな
ど、児童の熱中症対策は講じられているのか。

A　夏場の体育の授業は午前中の涼しい時間に
実施するよう指導し、日中の場合も暑さ指数を
測定し活動実施の判断をしている。また全校に
経口補水液を配備しているほか、ほとんどの学
校でスポットクーラーや大型扇風機を活用して
熱中症対策を行っている。

Q 過去１年間の国政と市政選挙投票率についての考えは。

A 国政・市政ともに減少傾向。魅力ある市政の展開が重要である。

Q めぐるん券をデジタル化する考えは。

A 導入のメリット・デメリットを調査・研究していく。

動画はこちら →

動画はこちら →

森山　章 議員

牧　俊郎 議員

めぐるん券

その他の質問

・人口問題について
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Q　加齢に伴う難聴は、高齢者の社会的孤立や
認知機能低下のリスク要因の一つである。住み
慣れた地域で元気に暮らし続けるために、聞こ
えの環境整備は重要である。難聴による心身へ
の影響についてどのような認識か。

A　難聴によりコミュニケー
ションが取りにくくなり、外出
機会の減少から体力の低下や心
身の虚弱状態（フレイル）とな
る危険性が高まり、社会的孤立
が想定される。これが認知症な
どの発症要因の一つと認識し、重要な課題と考
えている。

学校への給水スポット設置について

Q　夏場の猛暑が常態化している。児童生徒の

命と健康を守るためにも学校における熱中症対
策として、水筒用の冷水機の設置を進める考え
は。

A　給水スポットについては、学校の意向を聞
きながら、設置の有無について判断したいと考
えている。

Q　本市における現在の農業をどの程度危機的

な状況と捉えているか。また、10年後にはど

のような状態になるとみているか。

A　平地部では農地集積が進み、今後の営農体

制は比較的安定していくと捉えている。中山間

地域においては、現時点では中山間地域等直接

支払制度により適切な生産活動が行われている

が、将来的には担い手不足等により、これまで

のような営農体制が継続できるか懸念している。

Q　肥料や飼料などの物価高騰に対する市の危

機認識と、最優先すべき支援策は。

A　規模や業種を問わず農業経営に大きな影響

を及ぼしていると認識している。今議会で全て

の農業者を対象とした物価高騰に対応する支援

金の予算を計上したほか、深刻な状況にある畜

産農家に対しても、引き続き同様の支援金を交

付するための準備を進めている。

Q 高齢者の補聴器購入費助成を実施する考えは。

A 購入費用の一部を助成する方向で進めていく。

Q 本市農業を守るため、何を最優先に進めるのか。

A 地域や業種の課題に応じ、県や JAと連携し解決を図る。

緒方　哲郎 議員

動画はこちら →

動画はこちら →

島　春代 議員

その他の質問

・不登校児童生徒への給食提供
による支援について
・子どもの居場所づくりについ
て
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Q　遠慮や経済的理由、手続き不明、移動困難
などから、介護認定を受けていない「制度の谷
間」の高齢者の実態をどう把握し、民生委員・
区長・地域包括支援センターが連携した早期発
見・支援ルートをどう整備するか。

A　現在設置している「菊池市高齢者地域見守
りネットワーク」を活用し、区長や民生委員等
とより一層の情報連携を図る。また、通いの場
など、高齢者が集まる機会がない地域には出向
き、実情を把握するための情報収集を行い、必
要な支援につなげていく。

Q　独居高齢者が増える中、ごみ出し支援を希
望する声も増加しており、実態把握の状況と、
ごみ出し支援目印シール制度を導入する考えは。

A　具体的な件数は把握できていないが、相談
を受けた場合は各種生活支援サービスを紹介し
ている。提案の目印シー
ル制度も含め、少しでも
負担軽減となるような支
援策を検討し、できるこ
とから形になるよう早急
に進めていく。

Q　土木課は契約内容どおり施工されているこ
とを、どのような基準と方法で確認し、現地確
認を含めた検査結果は十分なものと言えるか。
また、市民から寄せられる管理への意見をどの
ように検査へ反映しているのか。

A　除草した直後の
状況が分かる管理写
真にて確認している。
また、菊池川河川事
務所と土木課におい
て、代表箇所を協議
の上、目視による現
地での検査を実施し
ており、特に指摘は
ない状況である。

Q　市民の税金と国の委託金を使う以上、契約
内容や検査体制、機械の管理を含めた現在の仕
組みは、市民に十分説明できるものと考えてい
るのか。また、今後さらに改善や検証を行う必
要はないと考えているのか。

A　委託金からの修繕費支出については、今後
精査する。また、現在の仕組みに今後改善が必
要かという点については、担当部署で内容を確
認した上で改めて回答したい。

Q 介護認定前の高齢者「制度の谷間」への支援策は。

A 関係機関と連携を強化し、必要な支援につなげる。

Q 河川事務所との協議書の承認条件は適切に履行されたか。

A 刈り草の飛散防止に努めさせ、その履行を確認している。

動画はこちら →

動画はこちら →

安武　睦夫 議員

福島　英德 議員

その他の質問

・小学校運動部活動の社会体育
移行について

その他の質問

・多文化共生社会への対応につ
いて
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Q　竜門ダムから半導体企業へと送水するが、

ダムの水で莫大な経済効果を得るのは、企業や

周辺自治体であり、水源地である龍門地区への

恩恵がみえにくい。今後、竜門ダムは国家的プ

ロジェクトを支えるインフラとなるため、ダム

交付金の増額を国に求めるとともに、受益者と

なる企業や自治体に寄附を募るための「龍門地

区振興基金」の創設をすべきであると考えるが

どうか。

A　ダム交付金は法律の算定基準に基づき交付

されるため、現行法制度の下では、個別要望に

よる増額は困難である。また、竜門ダム周辺は

新たに植樹できる場所が限られているため、菊

池川や迫間川を含めた全体で水源の確保を図る

必要がある。そのため、龍門地区に限定した基

金ではなく、国や県、企業の力も借りながら、

広域的な水源涵養を図る「菊池の緑基金」のよ

うなものを構想している。

Q　現行の行政区等に防犯カメラの管理運営責
任を委ねる方式では限界がある中、地域団体の
負担軽減や課題解決に向けた市の支援策や具体
的な対策は。

A　補助制度の申請に当たり、プライバシー保
護の観点から、市に準じた設置規程の整備を行
政区にお願いしている。効果や課題等について
は、今後、順次設置された区の意見を聞きなが
ら把握していきたい。

Q　凶悪犯罪、児童対象犯罪から市民を守るた
め、行政区等に限定されている現在の防犯カメ
ラ補助金を、個人も含め拡充し、地域を「面」
で網羅する防犯ネットワークを構築すべきであ
るが見解は。

A　昨年度、地域の防犯対策力を強化するため
各行政区への設置補助制度を創設したところで
ある。個人の場合は撮影範囲が自宅の敷地内に
なりがちで、プライバシーの問題もあるため、
現時点で補助制度を個人向けに拡大することは
考えていない。

Q 竜門ダム送水の恩恵を水源地に還元すべきではないか。

A 交付金増額は困難だが、広域的な水源涵養の仕組みを構想している。

Q 凶悪犯罪が急増する中、市内の防犯カメラの現状は。

A 学校を除く公共施設と補助を活用した区の設置分含め98基である。

動画はこちら →

動画はこちら →

荒木　崇之 議員

田崎　奈々 議員
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Q　県内でも中学校の無償化が進んでいる。給
食は教育の一環である。憲法では、義務教育は
無償と定めている。その認識はあるか。

A　給食は教育活動の一環であると認識してい
る。一方で、学校給食法の規定に基づき、食材
費については保護者負担を原則としている。本
市としては交付金等を活用し、食材高騰に対す
る補助など中学校給食への支援を行っている。

高齢者の補聴器補助について

Q　補聴器助成の実施はとてもいいことだ。助
成は、今年度内からでも、一刻も早く実施すべ
きだと考えるがどうか。

A　高齢者の補聴器購入補助については、現時
点で開始時期をお答えすることはできないが、
助成内容を検討し、準備が出来次第実施したい。

Q　不登校児童生徒や保護者への現在行ってい
る取組の内容は。

A　専門職を配置し相談体制を整えているほか、
本年度は全ての小中学校に校内教育支援セン
ターを開設し、指導員を増員するなど新たな体
制で支援を行っている。

Q　学校以外の居場所や学び場を利用する児童
生徒・保護者への支援、さらに、学校や学校以
外の居場所にもつながることができない児童生
徒・保護者への、具体的な取組と支援内容は。

A　フリースクール等へは学校長が出向き連携
を図っている。また、家から出られない児童生
徒には、指導員による訪問支援を行っている。

救急医療体制について

Q　市民が安心して救急医療を受けられるよう、
救急医療体制の改善に向けた取組を県に要望で
きないか。

A　菊池保健所や医療機関等の関係機関が参加
する「菊池地域保健医療推進会議救急医療専門
部会」において、
市民が安心して暮
らせる救急医療体
制を実現するため、
今後も意見や要望
を上げていく。

Q 中学校の給食費無償化を行うべきではないか。

A 全国共通の問題と考え、引き続き国へ早期実現を要望していく。

Q 不登校児童生徒及び保護者への具体的な支援内容は。

A 全小中学校への校内教育支援センター開設や訪問支援等を行っている。

動画はこちら →

動画はこちら →

髙崎　匡史 議員

菊池　みどり 議員

その他の質問

・農業について
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食育と地産地消の推進について

Q　本市で食育と地産地消を連携させた取組は

あるか。

A　本市産の農林畜産物を地域の方々にPRし

地産地消につなげるため、JA 等の関係団体と

連携した「菊池の恵みフェスティバル」などの

各種イベントを開催している。また、食生活改

善推進員協議会が中学校や高齢者サロンで開催

する料理教室において、地元産食材の利用に取

り組んでいる。

Q　「菊池市食育・地産地消推進計画」を策定

する考えはあるか。

A　地産地消の計画については、農業振興や食

育といった関連施策と一体的な推進を図るため、

既存の総合計画やきくち健康プランに位置付け

て取り組んでいる。今後は食育基本法の改正内

容を踏まえ、同プランにおける地産地消等の内

容を充実させていく。

Q　熊本大学との共同研究の報告をする際、今
までどおりの内容では住民の納得は得られにく
い。具体的な取組を示す必要があると思うが市
の考えは。
A　現在、小規模水道施設補助は5戸未満の共
有施設の整備が対象外となっている。今年度実
施する住民説明会での意見を参考に、より利用
しやすい補助
制度となるよ
う、公平性も
含め多角的な
視点から検討
を進めていく。

七城赤北地域の道路とほ場の高い法面の
草刈りについて

Q　平地のほ場整備に比べ、この地域は道路と
ほ場ののり面が異常に高く、草刈りに多くの時

間と経費が掛かっている。リモコン式の草刈り
機の購入や燃料の補助はできないか。
A　傾斜が急で面積も大きく、のり面管理が地
域の負担になっていることは理解している。草
刈りに対する燃料代の補助は難しいが、リモコ
ン式草刈り機の導入についてはスマート農業を
推進する各種
補助事業があ
るため、適切
な事業を案内
したい。

Q 消防団へのドローン導入について進捗状況を示せ。

A 操作訓練を進めつつ、消防団と協議し段階的な導入を図る。

Q 七城地域の硝酸態窒素濃度が高い地域への対応は。

A 浄水器設置補助のほか、畜産排せつ物の野積み指導を行っている。

動画はこちら →

動画はこちら →

田中　教之 議員

古田　浩敏 議員

隣接住宅から分岐して飲用水のみ取
水する場合

リモコン式草刈り機
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Q　市長は、産業の公平性を理由に一律助成を

行っているが、初期投資額が莫大な酪農・和牛

繁殖農家への助成は他業種と区別すべきである。

現在の畜産情勢や気温上昇を踏まえ、受精卵移

植への助成も行うべきでは。

A　畜産業を取り巻く環境は大変厳しい状況に

あると認識している。市独自の家畜導入補助や

利子補給等の支援に加え、本年度も3度目とな

る飼料費高騰分に対する補助の準備を行ってい

る。効果の検証もしっかりと行っていきたい。

高齢者支援について

Q　80歳以上の運転免許証返納者は毎年100

人弱である。交通難民として困る高齢者が多い

中、べんりカーやあいのりタクシーの利用者は

減少している。高齢者を本気で救うための周知

の改善策は。

A　ホームページや広報紙、出前講座等での周

知のほか、チラシの配布や区長会等での説明を

実施している。さらに、免許自主返納者へは共

通乗車チケット交付時に案内を行っている。今

後も工夫しながら丁寧な周知に努めたい。

Q　菊池遺産は菊池市の自然や歴史及び伝統文
化を次世代に継承する為に市民と共に行政が保
護及び活用する事になっているが現状と今後の
対応策は。
A　現在160件を認定し、保護活動に対し地域
づくり推進補助金による助成を行っている。ま
た、休み石周辺は整備の要望に見合う価値があ
ると考えており、将来の公園化に向けて検討を
進めている。

Q　昨年の豪雨による被害を受けた農地等の復
旧の補助事業については特に国庫災事業に対し
ての採択の遅れによる不満が出ているが現状と
今後の対応は。
A　詳細測量設計は完了しており、農繁期前に

着手が困難な箇所は10月以降の着手となると
伝えている。また、国へは県を通じてさらなる
事務の簡素化を要望していく。

Q　市民の安全な生活を守るカーブミラー特に
中山間地域は防犯灯の LED化による負担軽減
が必要だが現状は。
A　カーブミラーと防犯灯は、要望に応じ速や
かな対応に努めている。また、次年度へ持ち越
していた改修や
整備の申請分に
ついては、令和
7年度からの2
か年で処理を
行っている。

Q 補聴器助成は国の制度も活用し負担ゼロを目指すべきでは。

A 購入費の一部助成の方向であり、具体的な制度設計は今後検討する。

Q 菊池遺産の現状と今後の対応策は。

A 160件を認定し助成。休み石周辺の公園化を検討している。

動画はこちら →

動画はこちら →

東　英俊 議員

木下　雄二 議員

その他の質問

・学校跡地の活用の現状と
地域貢献について
・道路整備について
・国道387号沿いの追尾型
太陽光発電事業について

景観保全の作業が行われた迫間滝・休み石
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菊
池
市
議
会
で
は
、
竜
門
ダ
ム
周
辺
の
地
域
振
興

を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
そ
し
て
本
市
の

P
R
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
「
菊
池
ふ
れ
あ
い
レ

ガ
ッ
タ
」
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
市
議
会
か

ら
「
菊
池
ド
ジ
ャ
ー
ス
」
と
「
菊
池
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
」

の
2
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
大
会
に
向
け
て
練
習
を
重

ね
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

6
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
本
大
会
に
は
市
内
外
か

ら
33
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
猛
暑
の
中
で
ナ
ッ
ク
ル

フ
ォ
ア
に
よ
る
3
0
0
ｍ
の
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
1
回
目
の
結
果
で
次
の
組

み
合
わ
せ
が
決
ま
り
、
2
回
目
の
順
位
が
最
終
結
果

と
な
る
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

激
戦
の
結
果
、「
菊
池
ド
ジ
ャ
ー
ス
」
は
メ
ン

バ
ー
が
息
の
合
っ
た
オ
ー
ル
さ
ば
き
を
見
せ
、
1
回

目
の
レ
ー
ス
で
1
分
41
秒
を
記
録
し
ま
し
た
。
昨
年

の
記
録
を
大
き
く
上
回
る
好
走
を
見
せ
、
全
体
の
8

位
に
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
菊
池
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
」

も
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
力
走
し
、
1
回

目
の
レ
ー
ス
で
2
分
2
秒
の
記
録
で
17
位
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
漕
ぎ
切
り
、
白
熱
し
た
レ
ー
ス
を
展
開
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
9
月
に
開
催
さ
れ
る
「
全
国
市
町
村
交
流

レ
ガ
ッ
タ
大
会
」
に
つ
い
て
も
、
市
議
会
と
し
て
出

場
す
る
予
定
で
す
。
全
国
大
会
へ
は
新
た
に
メ
ン

バ
ー
を
編
成
し
、
竜
門
ダ
ム
（
竜
＝
ド
ラ
ゴ
ン
）
に

ち
な
ん
だ
チ
ー
ム
名
で
あ
る
「
菊
池
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
」

と
し
て
出
場
い
た
し
ま
す
。
全
国
の
舞
台
で
も
参
加

す
る
他
市
町
村
と
交
流
を
深
め
つ
つ
、
菊
池
市
の
魅

力
を
し
っ
か
り
と
P
R
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
、
市
民
の

皆
様
と
の
交
流
や
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

菊
池
ふ
れ
あ
い
レ
ガ
ッ
タ『菊池ドラゴンズ』

左から、森山・菊池・田崎・城・出口・髙崎

『菊池ドジャース』
左から、古田・荒木・東・田中・二ノ文
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　傍聴においでいただけない場合でも、インターネットで過去の
本会議の録画映像をご覧いただけます。
　菊池市のホームページより菊池市議会をクリックし、議会中継
をクリックしていただくと会議録画映像を見ることができます。
　なお、紙面の一般質問のページのＱＲコードを読み取ると、各
議員の一般質問の録画映像へアクセスできます。

※リアルタイムでの中継ではありません。録画映像の配信までに時間がかかる場
合があります。

菊池市議会　議会映像 検索⬅

菊池市議会ＨＰ
議会中継

議会をインターネットで！

　令和８年５～７月分は以下のとおりです。
会費（公的性格を有する団体との協議会費及び

負担金）
　４件　２万４, ０００円 
その他（他自治体への研修及び議長会経費）
　０件　０万円
合計
　４件　２万４, ０００円

　議長交際費は、議長が市議会を代表して対外
的な活動を行うために必要な経費として認めら
れており、その支出に当たっては、社会通念上、
妥当と思われる範囲内にとどめるよう努めてい
ます。

議長交際費を公表します

感
　
謝
　
状

　
第
1
0
2
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
水
上
隆
光
前
議
長

へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
と
し

て
会
務
運
営
の
重
責
に
あ
た
り
、
そ
の

使
命
達
成
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
伝
達
は
、
令
和
8
年
第
2
回
定
例
会

の
開
会
日
（
6
月
18
日
）
に
議
場
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

水上前議長
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議
会
構
成

定
例
会
・
臨
時
会

委
員
会
・
分
科
会

一
般
質
問

イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他

政
務
活
動
費

令和７年度の政務活動費を公表します
　菊池市議会議員の令和7年度の政務活動費の実績を次のとおり公表します。
　政務活動費は、議員の調査研究活動などに要する経費として、議員1人あたり月額2万円（年
間の上限は24万円）が交付されています。
　交付上限額と支給実績額のいずれか少ない方の額が支給実績額となり、交付上限額を超えて支
出した場合は、自己負担となります。

（単位：円）

№ 氏　名
交付
上限額
（A）

使　　途　　別　　支　　出　　額

合計
（B）

支給
実績額

（Ａ･Ｂで
少ない方
の額）

会議
研修費

調査
研究費

資料
作成費

資料
購入費 広報費 広聴費

1 城　太志郎 220,000 78,300 59,160 4,030 14,404 155,894 155,894

2 本藤　　潔 120,000 9,000 119,555 128,555 120,000

3 安武　睦夫 240,000 10,000 59,160 17,435 31,240 117,835 117,835

4 稲継　智康 240,000 124,710 20,700 11,880 90,090 247,380 240,000

5 古田　浩敏 240,000 253,185 253,185 240,000

6 島　　春代 240,000 47,170 11,472 116,490 175,132 175,132

7 大山　宝治 240,000 0 0

8 田中　教之 240,000 108,870 59,760 63,241 231,871 231,871

9 福島　英德 240,000 2,410 243,085 245,495 240,000

10 緒方　哲郎 240,000 198,740 51,674 250,414 240,000

11 後藤　英夫 240,000 59,160 76,910 22,825 158,895 158,895

12 東　奈津子 200,000 29,850 42,578 72,428 72,428

13 水上　隆光 240,000 164,770 49,000 213,770 213,770

14 猿渡美智子 240,000 42,641 53,700 141,350 237,691 237,691

15 荒木　崇之 240,000 780 3,960 471,122 475,862 240,000

16 工藤圭一郎 240,000 0 0

17 二ノ文伸元 240,000 37,200 96,741 133,941 133,941

18 泉田栄一朗 240,000 110,630 34,100 111,815 256,545 240,000

19 木下　雄二 240,000 271,000 271,000 240,000

20 山瀬　義也 240,000 59,160 49,080 108,240 108,240

合計 4,620,000 894,831 371,964 21,465 402,796 1,979,836 63,241 3,734,133 3,405,697

構成比 24.0% 10.0% 0.6% 10.8% 53.0% 1.7% 100.0%

←各個人ごとの収支報告書等は、
　市のホームページにて、ご覧になれます。
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　今期より、「議会広報特別委員会」は

新たに「議会広報広聴常任委員会」とな

り、５月に行われた選挙により新メン

バーでの活動を始めました。

　議会広報とは、議会の活動を市民に分

かりやすく伝えることであり、議会広聴

とは、市民の声を議会が受け取り、議会

活動に反映することです。この二つを一

体で行うことで、議会の透明性・信頼性

を高め、市民参加を促す役割を果たすも

のと考えます。

　今後も、より多くの市民の皆さまに手

に取っていただける議会だよりを作成す

るとともに、若者からご高齢の方まで幅

広い声をお聴きし、議会活動に反映して

まいります。委員一同、想いを出し合い

ながら頑張ってまいります。どうぞよろ

しくお願いいたします。

議会広報広聴常任委員長　緒方　哲郎

編集後記

　定例会は、原則として３月・６月・９月・
12月に開かれ、行政に対する一般質問も行
います。
　日程や一般質問等の詳細は、議会事務局に
お尋ねください。また、３階の議場の傍聴席
は、バリアフリー対応となっていますので、
本庁１階のエレベーターで３階までお越しく
ださい。皆さまのお越しをお待ちしておりま
す。なお、各支所でも生中継でご覧いただけ
ます。

議会傍聴を
お待ちしています！

※感染症対策などにより、入場に制限がある
場合があります。

9月定例会は8月21日（金）に
開会しました。

※
こ
の
予
定
は
、
会
期
中
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
8
年

　
第
3
回

菊
池
市
議
会
定
例
会
日
程
の
予
定

月
　
日

区
分

日
　
　
程

8
月
21
日

本
会
議
開
会
・
開
議
・
会
期
の
決
定

議
案
上
程
・
提
案
理
由
説
明

（
8
月
22
日
〜
26
日
　
休
会
）

8
月
27
日

本
会
議
質
疑
・
委
員
会
付
託

委
員
会
予
算
決
算
常
任
委
員
会

8
月
28
日

本
会
議
一
般
質
問

（
8
月
29
日
〜
30
日
　
休
会
）

8
月
31
日

　
 

〜

9
月
2
日

本
会
議
一
般
質
問

9
月
3
日

　
 

〜

9
月
4
日

委
員
会
常
任
委
員
会
・
予
算
決
算
分
科
会

（
総
務
文
教
・
福
祉
厚
生
・
経
済
建
設
）

（
9
月
5
日
〜
6
日

　
休
会
）

9
月
7
日

　
 

〜

9
月
8
日

委
員
会
常
任
委
員
会
・
予
算
決
算
分
科
会

（
総
務
文
教
・
福
祉
厚
生
・
経
済
建
設
）

（
9
月
16
日
〜
17
日
　
休
会
）

9
月
15
日

委
員
会
予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
9
月
16
日
〜
17
日
　
休
会
）

9
月
18
日

本
会
議
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
・

閉
会


